
活動事例の紹介

1



阿川地区での活動
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阿川集落支援員の活動

① 公民館管理業務

② 阿川地区での活動

③ 高齢者実態把握事業
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① 公民館管理業務

公民館窓口業務

小学校&体育館&運動場改善
センターの管理

公民館使用時の業務
(各種行事の補助)
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活動の目的

地域住民
生活の安
定向上

地域文
化の振興
に貢献
する

社会教
育機関と
してさら
なる役割

まちの防災
福祉、環境
問題や情報
化に対応

常に住
民の立
場にたっ
て支援
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活動内容

Before

After

公民館周りの手入れJA女性部料理講習

防災備品チェック

地元の有志の方と神山
町産業観光課とのタイ
アップによる陰切り助
成事業の手伝いを実施
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広報活動

～集落支援員だより～

② 阿川地区での活動
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•支援員の活動広報と情報交換

• 地域のことを知る

• 地域の会話やコミュニケーション

活動の目的
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活動内容
・５月号より毎月支援員活動のお知らせや案内など
を発行

・お便りを通じて地域とのコミュニケーションのきっか
けとして効果を感じ、ページ数を増やした

・部落会長便により阿川地区限定で各戸配布
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・マイナンバーカードの申請
が公民館で出来ることを知
り、申請者が増加した

・紙面での呼びかけにより図書の
寄贈者や利用者が増加した

住民の反応

・「毎月楽しみにしている」「離
れた地域の様子が良くわか
る」 など反響が多かった

(宇度木)阿部さんご夫妻。阿

川を知る為の散歩道など詳
しく教えていただきました

2022

暦のうえでは立冬となり、朝夕はひときわ冷え込むようになり まし
た。お元気でお過ごしでしょうか。寒さ対策を万全に暖かくしてお過
ごしください。

(宮分)上浦さん、昔の地域の
産業(養蚕、たばこ)など教えて
いただきました。

(府中)瀬戸さん宅からは淡

路島が臨め、海が見えるこ
とに感激しました。

神山つなぐ公社すまいづくり担当の方が、まちの景観計画を作るのに地域のことを知りた
いということで、集落支援員が阿川地区を案内しました。

まちのクルマ L e T ` sのヒアリング

地域のクルマアプリ開
発者がら住民の声を聴
きたいと依頼があり集
落支援員が(上河内)森
さん、(宇度木)阿部さ
ん宅に案内しました。

10



③ 高齢者実態把握事業

・ 65歳以上の一人暮らしの方または全員が
75歳以上で構成される世帯を対象に巡回

・ 町、消防署と共有する救急医療情報台帳の
更新、登録を行う(年度毎の更新が必要)

・ 阿川地区、106件を担当
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進捗状況

調査件数 返却件数 実質調査件数 調査済み 調査残

122 16 106 92 14

調査済み

2022年11月16日現在

進捗率

87%

12



調査の流れ

•地域包括支援センター

•消防署

•医療機関

対象者
集落支援
員

緊急事態
発生

(６５歳一人暮らし・７５歳以上で構成される世帯)
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• 訪問時に聞いたことや変化などは包括と共有

• 訪問調査対象者名簿のチェック

• 包括と連携し、訪問頻度を増やす

実態調査の効果
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実態調査先の声

「高齢者の家みなまわるんで、

大変やなあ

何かあった時のことを考えたら・・
みんな助かるなあ !」

「いつもひとりやけん話せてうれしいわ、また来てな」
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上分地区での活動
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上分集落支援員の活動

①高齢者実態把握事業

②上分だより発行

③地域清掃サポート

④まほろばガーデン

⑤徳島大学フィールドワーク

⑥公民館業務
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高齢者実態把握事業
（神山町地域包括支援センターとの協働事業）

上分地区での活動①
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【高齢者実態把握事業内容】

・65歳以上の一人暮らしの方、全員が75歳以上

で構成される世帯を対象とする

・町、消防と共有する救急情報台帳の更新、

救急医療情報キットの更新を行う

（年度毎の更新が必要）

・上分地区、約１３２件を担当
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20

進捗状況 2022年11月21日現在

進捗率

64%

高齢者実態調査 調査件数 返却件数 実質調査件数 調査済み 調査残

進捗状況 132 16 116 74 42

74件
42件



実態調査風景
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「年寄りやけん、なにかと不安になるので

様子見に来てくれるんはありがたい」

.

「半月ぶりに、人と喋ったわぁ。また来てよ。」

「やっぱり自分の家がええ。自分のことが出来よるうちは

おれるだけここにおりたい」

【実態調査先の声】
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上分地区での活動②

広報活動
上分だより発行
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【掲載内容と目的】

『地域の行事や出来事』

・地域内の出来事や想いの共有

・取材を通じてのふれあい

『支援員の活動報告』
・身近な存在として認知してもらう

『行政情報等のおしらせ、案内』
・各種手続き、健診などを再周知する
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・支援員自身が地域での認知度を高める

こと、お便りを通じて地域とのコミュニ

ケーションのきっかけとなる効果を感じ

毎月一回発行

・部落会長便で上分地区限定で各戸配布

【活動内容】
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地域清掃サポート

上分地区での活動③
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・個々の負担の軽減

・清掃活動の維持

・地域との交流

【活動の目的】
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【支援員が参加した地区】

・江畠

・大中尾

・名

・中津

・殿宮

・一宇夫

【時期】

6～7月
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【まほろばガーデン】

・門屋・国道438号沿いの荒廃地を整備し花壇を設置。

・城西高校神山校の学生が育てた花苗を学生と地域住民有志
と下分保育所の子供達と一緒に植え替え。（6月と11月）

上分地区での活動④
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世代間交流の場になっている
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【落ち葉集積場の設置】

上分中学校の校庭の一角

上分地域からこつこつ集めた落ち葉を寝
かせて、腐葉土にしてから、
まほろばガーデンへ入れる予定。

地域も綺麗になり、まほろばガーデンの
土もより、よくなることを目標に。
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上分地区での活動⑤

徳島大学フィールドワーク

徳島大学総合科学部地域創生コース２年生
地域調査法の授業の一環
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計18名（学生15名、教職員２名、大学院生１名）

【調査グループ】

【調査内容】

地域の方々の生活上の知恵、生活・食の文化など
の聞き取り

【調査地区】

中津（11軒、15名）・名（4軒、7名）
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事前準備 地区の代表者の方に説明及び相談

【活動状況】1回目訪問

現地視察 6月22日 地区の代表者の方々に
案内・説明をして頂き
ながら現地を散策
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事前準備 地区全戸を訪問して受入れ協力の相談

【活動状況】２回目訪問

現地調査 9月26日～27日
集会所、各戸に訪問して話を伺った

【今後の予定】

とりまとめ冊子を作成し上分で報告会
（２月頃予定）
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